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 研究方法   







  非てんかん原性てんかん様皮質脳波は 9 人の患者の 17 領域で記録された。9 人の患者
の平均年齢は 32.6 歳、前頭葉てんかん 2 人、側頭葉てんかん 6 人、頭頂葉てんかん 1 人
であった。非てんかん原性様皮質脳波の活動領域は、外側側頭葉皮質、側頭葉底面、ロー
ランド領域、前頭葉でみられた。形態学的な特徴から、1) spiky oscillation、2) isolated 
spiky activity、3) isolated fast activity の 3 つの型に分類することができた。 
  頭皮上の脳波において、てんかんの誤診はしばしば存在し、その多くは正常脳波所見
を異常と深読みすることである。また、頭皮上脳波における良性のてんかん様の正常所見
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非てんかん原性てんかん様皮質脳波は 9 人の患者の 17 領域で記録された。9 人の患者の
平均年齢は 32.6 歳、前頭葉てんかん 2 人、側頭葉てんかん 6 人、頭頂葉てんかん 1 人で
あった。非てんかん原性様皮質脳波の活動領域は、外側側頭葉皮質、側頭葉底面、ロー
ランド領域、前頭葉でみられた。形態学的な特徴から、1) spiky oscillation、2) isolated 
spiky activity、3) isolated fast activity の 3 つの型に分類することができた。 
  頭皮上の脳波において、てんかんの誤診はしばしば存在し、その多くは正常脳波所
見を異常と深読みすることである。また、頭皮上脳波における良性のてんかん様の正常
所見は 3.4%に認められると報告があり、6Hz 棘徐波複合や 14&6Hz 陽性棘波、ウィケ
ット棘波、睡眠時律動性θ波などがある。皮質脳波所見における誤認は、不必要な外科
的脳切除や合併症のリスクが高くなるため、回避すべきである。頭皮上脳波においても
判読の修練不足や正常脳波所見の知識不足による誤認があり、皮質脳波では頭皮上脳波
以上に判読の機会の不足、正常所見の知識不足が生じやすい。本研究において、皮質脳
波の誤認しやすい正常所見として形態学的特徴をもとに確認することができ、今後の皮
質脳波解析における手助けとなる可能性がある。通常の脳皮質でも非てんかん性のてん
かん波形様活動は起こりうる。てんかん原性領域の局在の誤認を防ぐうえで、実際のて
んかん性の異常活動と注意深く区別する必要がある。 
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